
２．人間科学部４年間の学び 

人間科学部人間科学科は人間科学専攻と児童教育専攻を配置し、入学時に専攻が決定されていて、専

攻の変更は原則できません。また間科学専攻では、2 年次から「社会・ライフデザインコース」と「心

理・コミュニケーションコース」のいずれかを選択します。 

本学の人間科学部では、人間科学概論、哲学、倫理学、教育学等を中心とする「人間に関する基礎科

学」を学部の基礎科目として習得します。 

その上で「人間科学専攻」では、「ヒューマンコミュニケーション論Ａ／Ｂ」によって他者との関係性

の在り方・重要性を学ぶと同時に、「ライフデザイン論Ａ／Ｂ」によって成人として自らの人生・生涯を

いかに主体的・自立的にデザインすることが重要であるかを学びます。さらに 2 年次からは、各自が選

択した「社会・ライフデザインコース」と「心理・コミュニケーションコース」の各コース科目を中心

に、人間についての多面的かつ専門的な知識・能力を学んでいきます。 

また「児童教育専攻」においては、「児童学概論Ａ／Ｂ」、「児童心理学」によって、特に児童期に視点

をあて、人間が成長していく過程における教育の基礎的重要性を学びます。さらに 2 年次からは、児童

教育にかんするより専門的な科目を中心に、「こころの豊かな学生」を育成するとともに、こうした知識

を活かす職業のひとつとして、小学校教諭を育成することも主たる目的のひとつとしています。 

社会・ 
ライフデザイン

コース

ホテルパーソン 

キャリア・カウンセラー など 教育関連企業 など 

人間を科学する＆人間を理解する

人間科学専攻 児童教育専攻

心理・ 
コミュニケーション 

コース
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理・コミュニケーションコース」のいずれかを選択します。 
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　人間科学部人間科学科は人間科学専攻と児童教育専攻を配置し、入学時に専攻が決定されていて、

専攻の変更は原則できません。また人間科学専攻では、2年次から「社会・ライフデザインコース」と

「心理・コミュニケーションコース」のいずれかを選択します。



【平成 29 年度⼊学者⽤】
 
学年 ゼミ 通常講義科目 

 

1年次 

 

 

ゼミⅠ 

 

全学共通科目(必修) 全学共通科目（選択必修） 
英語Ⅰ/Ⅱ【日本語Ⅰ/Ⅱ】  外国語科目 
基礎コンピュータⅠ/Ⅱ 体育科目 

総合科目 
留学生科目 

人間科学部学部基礎科目(選択必修) 

 
教養科目  
(人文領域) 
(社会領域) 

(自然領域) 
情報科目 

人間科学部必修科目 

人間科学概論A/B 

人間科学部選択必修科目 

人間科学基礎論／人間科学方法論 
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B 

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目 

ライフデザイン論A/B（必修） 
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修） 
児童心理学（必修）  

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目 

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース  
 
 

ボランティア論Ａ/Ｂ 
臨床心理学 

カウンセリング論 
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論 
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論 
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学 
ライフコース論 
ジェロントロジー 
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B 

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論 

多文化共生論 
社会心理学 
対人関係論 
青年心理学 
文化交流史 
文化変容史 
認知心理学 
実験心理学 

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学 

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学 
比較文化学 

3年次 ゼミⅢ 生涯発達論 

4年次 ゼミⅣ 

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。 

　人間科学部人間科学科人間科学専攻では、専門性の探求のために、2年次から「社会・

ライフデザインコース」と「心理・コミュニケーションコース」の２コースからいずれか

を選択しなければなりません。

１．コースの選択について

■ �コース登録は２年進級時の履修登録時に本人の申請により決定します。

■ �コースは２年以降のゼミの学びの内容にも関係しますので、ゼミ募集時（概ね１年

次の11月）�のゼミ選択の際に充分に考慮してください。

■ �他コースへの変更はコース登録した翌年（通常は３年次）に１度だけ変更できます。

■ �所属コースによって卒業要件が異なります。コースを選択することは自分の専門分

野を決定することです。

２．各コース

（１）社会・ライフデザインコース

　本コースは、社会生活全般にかかわる知識を学ぶとともに、社会や経済のしくみを理解

し、将来の社会生活をコーディネートできる意欲と行動力のある人を創造するコースです。

コース専門科目としては、①生涯にわたる社会生活全般や人間関係にかかわる知識を学ぶ

ために、「ライフコース論」、「家族社会学」、「家族関係論」、「ジェンダー論」、「健康と医

療の社会学」、「環境科学」が設置されています。また②社会や経済のしくみを学び、将来

の社会生活をコーディネートできる力を身につけるために、「社会保障論」、「公的扶助論」、

「消費者行動論 A/B」、「キャリアデザイン論」、「保険論 A/B」、「ジェロントロジー」、「高

齢社会論」、「年金論 A/B」が設置されています。

（２）心理・コミュニケーションコース

　本コースは、人間の多様な心の働きを学ぶとともに、コミュニケーション能力、企画カ、

行動力を身につけ、社会が求める多様な個性にあふれた人を創造するコースです。コース

専門科目としては、①人間の多様な心の働きとその歴史的・文化的変遷を学ぶために、「社

会心理学」、「青年心理学」、「認知心理学」、「実験心理学」、「現代哲学」、「文化交流史」、「文

化変容史」、「文化人類学」、「比較文化学」が設置されています。また②多様なコミュニケー

ション能力、企画力、行動力を身につけるために、「対人関係論」、「キャリア心理学」、「経

営心理学Ａ / Ｂ」、「異文化間コミュニケーション論」、「多文化共生論」、「グローバル・コミュ

ニケーション」が設置されています。
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４．コース制について

【平成 29 年度⼊学者⽤】
学年 ゼミ 通常講義科目

1年次 ゼミⅠ

全学共通科目(必修) 全学共通科目（選択必修）
英語Ⅰ/Ⅱ【日本語Ⅰ/Ⅱ】 外国語科目
基礎コンピュータⅠ/Ⅱ 体育科目

総合科目
留学生科目

人間科学部学部基礎科目(選択必修)

教養科目 
(人文領域)
(社会領域)

(自然領域) 
情報科目

人間科学部必修科目

人間科学概論A/B

人間科学部選択必修科目

人間科学基礎論／人間科学方法論
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目

ライフデザイン論A/B（必修）
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修）
児童心理学（必修） 

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース

ボランティア論Ａ/Ｂ
臨床心理学 

カウンセリング論
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学
ライフコース論 
ジェロントロジー
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論

多文化共生論
社会心理学
対人関係論
青年心理学
文化交流史
文化変容史
認知心理学
実験心理学

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学
比較文化学

3年次 ゼミⅢ   生涯発達論 

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。

2年次 ゼミⅡ

【平成 29 年度⼊学者⽤】
学年 ゼミ 通常講義科目

1年次 ゼミⅠ

全学共通科目(必修) 全学共通科目（選択必修）
英語Ⅰ/Ⅱ【日本語Ⅰ/Ⅱ】 外国語科目
基礎コンピュータⅠ/Ⅱ 体育科目

総合科目
留学生科目

人間科学部学部基礎科目(選択必修)

教養科目 
(人文領域)
(社会領域)

(自然領域) 
情報科目

人間科学部必修科目

人間科学概論A/B

人間科学部選択必修科目

人間科学基礎論／人間科学方法論
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目

ライフデザイン論A/B（必修）
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修）
児童心理学（必修） 

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース

ボランティア論Ａ/Ｂ
臨床心理学 

カウンセリング論
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学
ライフコース論 
ジェロントロジー
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論

多文化共生論
社会心理学
対人関係論
青年心理学
文化交流史
文化変容史
認知心理学
実験心理学

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学
比較文化学

3年次 ゼミⅢ  生涯発達論

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。
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心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B
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社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース

ボランティア論Ａ/Ｂ
臨床心理学 

カウンセリング論
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
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グローバル・コミュニケーション 
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比較文化学 

3年次 ゼミⅢ 生涯発達論

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。
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教養科目 
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人間科学部必修科目
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人間科学基礎論／人間科学方法論
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目

ライフデザイン論A/B（必修）
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修）
児童心理学（必修） 

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース

ボランティア論Ａ/Ｂ
臨床心理学 

カウンセリング論
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学
ライフコース論 
ジェロントロジー
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B 

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論

多文化共生論
社会心理学
対人関係論
青年心理学
文化交流史
文化変容史
認知心理学
実験心理学

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学
比較文化学

3年次 ゼミⅢ 生涯発達論

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。

【平成 29 年度⼊学者⽤】
学年 ゼミ 通常講義科目

1年次 ゼミⅠ

全学共通科目(必修) 全学共通科目（選択必修）
英語Ⅰ/Ⅱ【日本語Ⅰ/Ⅱ】 外国語科目
基礎コンピュータⅠ/Ⅱ 体育科目

総合科目
留学生科目

人間科学部学部基礎科目(選択必修)

教養科目 
(人文領域)
(社会領域)

(自然領域) 
情報科目

人間科学部必修科目

人間科学概論A/B

人間科学部選択必修科目

人間科学基礎論／人間科学方法論
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目

ライフデザイン論A/B（必修）
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修）
児童心理学（必修） 

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース

ボランティア論Ａ/Ｂ
臨床心理学 

カウンセリング論
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学
ライフコース論 
ジェロントロジー
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論

多文化共生論
社会心理学
対人関係論
青年心理学
文化交流史
文化変容史
認知心理学
実験心理学

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学
比較文化学

3年次 ゼミⅢ 生涯発達論 

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。

【平成 29 年度⼊学者⽤】
学年 ゼミ 通常講義科目

1年次 ゼミⅠ

全学共通科目(必修) 全学共通科目（選択必修）
英語Ⅰ/Ⅱ【日本語Ⅰ/Ⅱ】 外国語科目
基礎コンピュータⅠ/Ⅱ 体育科目

総合科目
留学生科目

人間科学部学部基礎科目(選択必修)

教養科目 
(人文領域)
(社会領域)

(自然領域) 
情報科目

人間科学部必修科目

人間科学概論A/B

人間科学部選択必修科目

人間科学基礎論／人間科学方法論
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目

ライフデザイン論A/B（必修）
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修） 
児童心理学（必修） 

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース

ボランティア論Ａ/Ｂ
臨床心理学 

カウンセリング論
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学
ライフコース論 
ジェロントロジー
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論

多文化共生論
社会心理学
対人関係論
青年心理学
文化交流史
文化変容史
認知心理学
実験心理学

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学
比較文化学

3年次 ゼミⅢ 生涯発達論

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。

【平成 29 年度⼊学者⽤】
学年 ゼミ 通常講義科目

1年次 ゼミⅠ

全学共通科目(必修) 全学共通科目（選択必修）
英語Ⅰ/Ⅱ【日本語Ⅰ/Ⅱ】 外国語科目
基礎コンピュータⅠ/Ⅱ 体育科目

総合科目
留学生科目

人間科学部学部基礎科目(選択必修)

教養科目 
(人文領域)
(社会領域)

(自然領域) 
情報科目

人間科学部必修科目

人間科学概論A/B

人間科学部選択必修科目

人間科学基礎論／人間科学方法論
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目

ライフデザイン論A/B（必修）
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修）
児童心理学（必修） 

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース

 
ボランティア論Ａ/Ｂ 

臨床心理学 
カウンセリング論

児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学
ライフコース論 
ジェロントロジー
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論

多文化共生論
社会心理学
対人関係論
青年心理学
文化交流史
文化変容史
認知心理学
実験心理学

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学
比較文化学

3年次 ゼミⅢ 生涯発達論

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。

【平成 29 年度⼊学者⽤】
学年 ゼミ 通常講義科目

1年次 ゼミⅠ

全学共通科目(必修) 全学共通科目（選択必修）
英語Ⅰ/Ⅱ【日本語Ⅰ/Ⅱ】 外国語科目
基礎コンピュータⅠ/Ⅱ 体育科目

総合科目
留学生科目

人間科学部学部基礎科目(選択必修)

教養科目 
(人文領域)
(社会領域)

(自然領域) 
情報科目

人間科学部必修科目

人間科学概論A/B

人間科学部選択必修科目

人間科学基礎論／人間科学方法論
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目

ライフデザイン論A/B（必修）
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修）
児童心理学（必修） 

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース 

ボランティア論Ａ/Ｂ
臨床心理学 

カウンセリング論
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学
ライフコース論 
ジェロントロジー
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論

多文化共生論 
社会心理学 
対人関係論 
青年心理学 
文化交流史 
文化変容史 
認知心理学 
実験心理学 

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学 

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学 
比較文化学

3年次 ゼミⅢ 生涯発達論

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。

【平成 29 年度⼊学者⽤】
学年 ゼミ 通常講義科目

1年次 ゼミⅠ

全学共通科目(必修) 全学共通科目（選択必修）
英語Ⅰ/Ⅱ【日本語Ⅰ/Ⅱ】 外国語科目
基礎コンピュータⅠ/Ⅱ 体育科目

総合科目
留学生科目

人間科学部学部基礎科目(選択必修)

教養科目 
(人文領域)
(社会領域)

(自然領域) 
情報科目

人間科学部必修科目

人間科学概論A/B

人間科学部選択必修科目

人間科学基礎論／人間科学方法論
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目

ライフデザイン論A/B（必修）
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修）
児童心理学（必修） 

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース

ボランティア論Ａ/Ｂ
臨床心理学 

カウンセリング論
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論 
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論 
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学 
ライフコース論 
ジェロントロジー 
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論

多文化共生論
社会心理学
対人関係論
青年心理学
文化交流史
文化変容史
認知心理学
実験心理学

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学
比較文化学

3年次 ゼミⅢ 生涯発達論

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。

【平成 29 年度⼊学者⽤】
学年 ゼミ 通常講義科目

1年次 ゼミⅠ

全学共通科目(必修) 全学共通科目（選択必修）
英語Ⅰ/Ⅱ【日本語Ⅰ/Ⅱ】 外国語科目
基礎コンピュータⅠ/Ⅱ 体育科目

総合科目
留学生科目

人間科学部学部基礎科目(選択必修)

教養科目 
(人文領域)
(社会領域)

(自然領域) 
情報科目

人間科学部必修科目

人間科学概論A/B

人間科学部選択必修科目

人間科学基礎論／人間科学方法論
心理学A/B、哲学A/B、倫理学A/B、教育学A/B 

言語学A/B、社会学A/B、健康科学A/B 
科学史A/B

人間科学専攻科目 児童教育専攻科目

ライフデザイン論A/B（必修）
ヒューマンコミュニケーション論A/B（必修） 

児童学概論A/B（必修）
児童心理学（必修） 

人間科学専攻選択必修科目 児童教育専攻選択必修科目

社会・ライフデザインコース 心理・コミュニケーションコース

ボランティア論Ａ/Ｂ
臨床心理学 

カウンセリング論 
児童教育論Ａ/Ｂ 
社会福祉論Ａ/Ｂ 

人間形成論 
特別支援教育A/B 

キャリアデザイン論
環境科学 

家族社会学 
家族関係論 
ジェンダー論
社会保障論 
公的扶助論 
保険論A/B 

健康と医療の社会学
ライフコース論 
ジェロントロジー
高齢社会論 
年金論A/B 

消費者行動論A/B

キャリア心理学 
異文化間コミュニケーション論

多文化共生論
社会心理学
対人関係論
青年心理学
文化交流史
文化変容史
認知心理学
実験心理学

経営心理学Ａ/Ｂ 
現代哲学

グローバル・コミュニケーション 
文化人類学
比較文化学

3年次 ゼミⅢ 生涯発達論

4年次 ゼミⅣ

※実際の履修の際は、全学共通科目などの各科目の配当学年に注意すること。 

また、掲載の科目のほかに他学部関連科目の履修にも注意すること。
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す
さ

ま
ざ

ま
な

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
社

会
を

見
つ

め
る

視
点

（
大

学
の

通
常

の
授

業
で

学
習

す
る

際
と

は
異

な
る

視
点

）
か

ら
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
２

～
総

合
科

目
(
春

）
／

総
合

科
目

(
秋

）

○
日

本
語

の
背

景
で

あ
る

文
化

に
関

す
る

知
識

や
日

本
の

社
会

と
仕

組
み

に
関

す
る

教
養

を
習

得
し

て
い

る
。

１
～

日
本

の
文

化
と

歴
史

／
日

本
の

産
業

と
社

会

①
情

報
基

礎

○
コ

ー
ス

や
専

攻
で

の
学

習
に

必
要

と
な

る
O
S
（

W
i
n
d
o
w
s
）

や
基

本
的

な
ソ

フ
ト

（
文

書
作

成
・

表
計

算
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ブ

ラ
ウ

ザ
・

電
子

メ
ー

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

の
基

本
的

な
操

作
が

で
き

る
。

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。

１
～

基
礎

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅰ

／
基

礎
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅱ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅰ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅱ

１
～

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
／

情
報

社
会

論

２
～

応
用

表
計

算
(
関

数
）

／
応

用
表

計
算

（
マ

ク
ロ

）
／

基
礎

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅰ

／
基

礎
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅱ

３
～

社
会

情
報

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
通

信
技

術
）

／
社

会
情

報
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
科

と
社

会
）

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅱ

①
人

文
領

域
○

文
化

の
特

徴
を

、
歴

史
、

文
学

、
地

理
、

思
想

、
芸

術
、

宗
教

な
ど

の
側

面
か

ら
説

明
で

き
る

。
１

～
日

本
史

(
古

代
・

中
世

・
近

世
）

／
日

本
史

（
近

代
・

現
代

）
／

外
国

史
（

古
代

・
中

世
）

／
外

国
史

（
近

代
・

現
代

）
／

日
本

文
学

／
日

本
文

学
史

／
自

然
地

理
学

／
人

文
地

理
学

②
社

会
領

域
○

日
本

や
諸

外
国

の
社

会
の

し
く

み
や

そ
の

成
立

事
情

、
代

表
的

な
社

会
問

題
を

、
経

済
、

法
律

、
政

治
な

ど
の

側
面

か
ら

説
明

で
き

る
。

１
～

経
済

学
(
ミ

ク
ロ

基
礎

）
／

経
済

学
(
マ

ク
ロ

基
礎

）
／

憲
法

(
人

権
)
／

憲
法

（
統

治
）

／
法

律
学

（
生

活
と

法
）

／
法

律
学

（
社

会
と

法
）

／
政

治
学

／
国

際
政

治

③
自

然
領

域
○

自
然

の
事

物
・

現
象

や
数

学
的

論
理

の
特

徴
と

こ
れ

ら
の

基
本

法
則

を
学

び
な

が
ら

、
科

学
的

方
法

論
と

科
学

的
知

識
の

特
色

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

○
科

学
技

術
の

発
展

が
現

代
に

も
た

ら
し

た
諸

問
題

を
概

説
で

き
る

。
１

～
基

礎
数

学
（

代
数

・
幾

何
）

／
数

学
（

確
率

・
統

計
）

／
地

球
科

学
／

生
命

科
学

／
物

質
科

学
／

心
の

科
学

②
情

報
発

展

○
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。
○

情
報

技
術

と
情

報
化

社
会

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
を

持
っ

て
い

る
。

○
基

本
的

な
ソ

フ
ト

の
応

用
的

な
操

作
や

、
よ

り
上

級
レ

ベ
ル

の
ソ

フ
ト

（
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

ソ
フ

ト
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ソ
フ

ト
等

）
の

基
本

的
な

操
作

が
で

き
る

。

全
学

共
通

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

2
級

以
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

②
外

国
語

発
展

③
海

外
留

学
・

海
外

研
修

＜
英

語
＞

○
英

語
の

４
技

能
を

向
上

さ
せ

、
か

つ
英

語
圏

の
社

会
・

文
化

・
歴

史
を

理
解

し
た

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
2
)
体

育

(
1
)
言

語

到
達

目
標

①
外

国
語

基
礎

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
日

常
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

、
英

語
以

外
の

外
国

語
の

初
歩

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

読
む

・
書

く
・

聴
く

・
話

す
こ

と
）

が
で

き
る

。

(
2
)
教

養

学
部

基
礎

科
目

(
3
)
総

合

【 全 学 共 通 科 目 　 到 達 目 標 】 自 己 学 習 力

（ 専 門 的 な 学 び の 土 台 づ く り ）

【 学 部 基 礎 科 目 　 到 達 目 標 】 　 自 己 学 習 力

（ 知 的 好 奇 心 の 涵 養 ）

(
4
)
日

本
の

文
化

・
社

会
【

留
学

生
用

】

(
1
)
情

報

３．教育プログラム表について
 

 

教育プログラム表の見かた

 

①「専門的知識とスキルの修徔」の欄に各コース・専攻の学習到達目標が示されてい

ます。 

 

②「科目名」の欄に各コース・専攻に配置されている専門科目がすべて挙げられてい

ます。各科目が担っている目標項目は◎（特に重要な目標項目）と○（重要な目標

項目）で示されています。 

 

③「科目名」欄の隣の「シラバス」の欄には、各科目の「授業の目標と概要」が記さ

れている『シラバス』の該当ページが示されていますので、『シラバス』を参照して

下さい。 

 

④「当該科目を受講する前に履修してほしい科目」の欄に各専門科目を受講する前に

履修してほしい科目は何かが示されています。これは履修の前提条件となる「前提

科目」とは異なりますが、各コース・専攻の学習到達目標を達成するためには、こ

れを念頭に置いて履修することが望ましいと考えられます。 

 

⑤「履修モデル（ガイド）」の欄に、いくつかの職業イメージや学習内容に対応する履

修すべき科目が◎（特に履修すべき科目）と○（履修するのが望ましい科目）が示

されています。 

 

★専門科目を履修する際には、必ず上の①～⑤を確認してから、履修科目を決めまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
表

到
達

目
標

の
具

体
的

内
容

履
修

年
次

対
応

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

準
2
級

程
度

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

１
～

英
語

Ⅰ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

英
語

Ⅱ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

基
礎

英
語

（
文

法
・

読
解

）
／

基
礎

英
語

（
リ

ス
ニ

ン
グ

・
作

文
）

／
英

会
話

／
ビ

ジ
ネ

ス
英

語

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
英

語
以

外
の

外
国

語
の

発
音

、
基

礎
的

な
文

法
・

単
語

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

日
本

語
Ⅰ

(
概

説
・

表
現

）
／

日
本

語
Ⅱ

(
読

解
・

表
現

）
／

中
国

語
Ⅰ

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

(
(
文

法
）

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

（
会

話
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
文

法
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
会

話
）

１
～

英
語

Ⅰ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)
／

英
語

Ⅱ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)

２
～

上
級

英
会

話
／

上
級

英
作

文
／

T
O
E
I
C
英

語
／

T
O
E
F
L
英

語

１
～

中
国

語
Ⅱ

(
会

話

２
～

中
国

語
Ⅱ

(
読

解
）

／
中

国
語

Ⅱ
(
作

文
）

１
～

短
期

留
学

(
英

語
圏

）

２
～

中
期

留
学

事
前

英
語

演
習

／
中

期
留

学
事

後
英

語
演

習

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
中

国
語

会
話

の
ス

キ
ル

を
高

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
れ

る
よ

う
に

な
る

。
中

国
政

治
経

済
・

文
化

・
社

会
・

歴
史

を
理

解
す

る
。

１
～

海
外

研
修

中
国

語
(
春

)
/
海

外
研

修
中

国
語

(
秋

)
/
短

期
留

学
(
中

国
語

圏
)

○
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ポ

ー
ツ

の
技

術
・

ル
ー

ル
・

戦
術

に
つ

い
て

理
解

し
、

そ
れ

ら
を

実
践

で
き

る
。

○
身

体
運

動
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
健

康
管

理
の

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

健
康

体
力

づ
く

り
／

生
涯

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
（

各
種

目
）

／
健

康
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

○
学

際
的

分
野

を
成

す
さ

ま
ざ

ま
な

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
社

会
を

見
つ

め
る

視
点

（
大

学
の

通
常

の
授

業
で

学
習

す
る

際
と

は
異

な
る

視
点

）
か

ら
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
２

～
総

合
科

目
(
春

）
／

総
合

科
目

(
秋

）

○
日

本
語

の
背

景
で

あ
る

文
化

に
関

す
る

知
識

や
日

本
の

社
会

と
仕

組
み

に
関

す
る

教
養

を
習

得
し

て
い

る
。

１
～

日
本

の
文

化
と

歴
史

／
日

本
の

産
業

と
社

会

①
情

報
基

礎

○
コ

ー
ス

や
専

攻
で

の
学

習
に

必
要

と
な

る
O
S
（

W
i
n
d
o
w
s
）

や
基

本
的

な
ソ

フ
ト

（
文

書
作

成
・

表
計

算
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ブ

ラ
ウ

ザ
・

電
子

メ
ー

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

の
基

本
的

な
操

作
が

で
き

る
。

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。

１
～

基
礎

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅰ

／
基

礎
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅱ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅰ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅱ

１
～

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
／

情
報

社
会

論

２
～

応
用

表
計

算
(
関

数
）

／
応

用
表

計
算

（
マ

ク
ロ

）
／

基
礎

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅰ

／
基

礎
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅱ

３
～

社
会

情
報

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
通

信
技

術
）

／
社

会
情

報
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
科

と
社

会
）

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅱ

①
人

文
領

域
○

文
化

の
特

徴
を

、
歴

史
、

文
学

、
地

理
、

思
想

、
芸

術
、

宗
教

な
ど

の
側

面
か

ら
説

明
で

き
る

。
１

～
日

本
史

(
古

代
・

中
世

・
近

世
）

／
日

本
史

（
近

代
・

現
代

）
／

外
国

史
（

古
代

・
中

世
）

／
外

国
史

（
近

代
・

現
代

）
／

日
本

文
学

／
日

本
文

学
史

／
自

然
地

理
学

／
人

文
地

理
学

②
社

会
領

域
○

日
本

や
諸

外
国

の
社

会
の

し
く

み
や

そ
の

成
立

事
情

、
代

表
的

な
社

会
問

題
を

、
経

済
、

法
律

、
政

治
な

ど
の

側
面

か
ら

説
明

で
き

る
。

１
～

経
済

学
(
ミ

ク
ロ

基
礎

）
／

経
済

学
(
マ

ク
ロ

基
礎

）
／

憲
法

(
人

権
)
／

憲
法

（
統

治
）

／
法

律
学

（
生

活
と

法
）

／
法

律
学

（
社

会
と

法
）

／
政

治
学

／
国

際
政

治

③
自

然
領

域
○

自
然

の
事

物
・

現
象

や
数

学
的

論
理

の
特

徴
と

こ
れ

ら
の

基
本

法
則

を
学

び
な

が
ら

、
科

学
的

方
法

論
と

科
学

的
知

識
の

特
色

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

○
科

学
技

術
の

発
展

が
現

代
に

も
た

ら
し

た
諸

問
題

を
概

説
で

き
る

。
１

～
基

礎
数

学
（

代
数

・
幾

何
）

／
数

学
（

確
率

・
統

計
）

／
地

球
科

学
／

生
命

科
学

／
物

質
科

学
／

心
の

科
学

②
情

報
発

展

○
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。
○

情
報

技
術

と
情

報
化

社
会

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
を

持
っ

て
い

る
。

○
基

本
的

な
ソ

フ
ト

の
応

用
的

な
操

作
や

、
よ

り
上

級
レ

ベ
ル

の
ソ

フ
ト

（
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

ソ
フ

ト
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ソ
フ

ト
等

）
の

基
本

的
な

操
作

が
で

き
る

。

全
学

共
通

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

2
級

以
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

②
外

国
語

発
展

③
海

外
留

学
・

海
外

研
修

＜
英

語
＞

○
英

語
の

４
技

能
を

向
上

さ
せ

、
か

つ
英

語
圏

の
社

会
・

文
化

・
歴

史
を

理
解

し
た

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
2
)
体

育

(
1
)
言

語

到
達

目
標

①
外

国
語

基
礎

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
日

常
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

、
英

語
以

外
の

外
国

語
の

初
歩

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

読
む

・
書

く
・

聴
く

・
話

す
こ

と
）

が
で

き
る

。

(
2
)
教

養

学
部

基
礎

科
目

(
3
)
総

合

【 全 学 共 通 科 目 　 到 達 目 標 】 自 己 学 習 力

（ 専 門 的 な 学 び の 土 台 づ く り ）

【 学 部 基 礎 科 目 　 到 達 目 標 】 　 自 己 学 習 力

（ 知 的 好 奇 心 の 涵 養 ）

(
4
)
日

本
の

文
化

・
社

会
【

留
学

生
用

】

(
1
)
情

報

）

短
期
留
学
事
前
中
国
語
演
習
／
短
期
留
学
事
後
中
国
語
演
習

ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ
／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ
／
情
報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ
／
情
報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ
／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言
語

S
Q
L
Ⅰ
／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言
語

S
Q
L
Ⅱ

３
～

到
達

目
標

の
具

体
的

内
容

履
修

年
次

対
応

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

準
2
級

程
度

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

１
～

英
語

Ⅰ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

英
語

Ⅱ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

基
礎

英
語

（
文

法
・

読
解

）
／

基
礎

英
語

（
リ

ス
ニ

ン
グ

・
作

文
）

／
英

会
話

／
ビ

ジ
ネ

ス
英

語

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
英

語
以

外
の

外
国

語
の

発
音

、
基

礎
的

な
文

法
・

単
語

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

日
本

語
Ⅰ

(
概

説
・

表
現

）
／

日
本

語
Ⅱ

(
読

解
・

表
現

）
／

中
国

語
Ⅰ

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

(
(
文

法
）

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

（
会

話
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
文

法
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
会

話
）

１
～

英
語

Ⅰ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)
／

英
語

Ⅱ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)

２
～

上
級

英
会

話
／

上
級

英
作

文
／

T
O
E
I
C
英

語
／

T
O
E
F
L
英

語

１
～

中
国

語
Ⅱ

(
会

話

２
～

中
国

語
Ⅱ

(
読

解
）

／
中

国
語

Ⅱ
(
作

文
）

１
～

短
期

留
学

(
英

語
圏

）

２
～

中
期

留
学

事
前

英
語

演
習

／
中

期
留

学
事

後
英

語
演

習

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
中

国
語

会
話

の
ス

キ
ル

を
高

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
れ

る
よ

う
に

な
る

。
中

国
政

治
経

済
・

文
化

・
社

会
・

歴
史

を
理

解
す

る
。

１
～

海
外

研
修

中
国

語
(
春

)
/
海

外
研

修
中

国
語

(
秋

)
/
短

期
留

学
(
中

国
語

圏
)

○
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ポ

ー
ツ

の
技

術
・

ル
ー

ル
・

戦
術

に
つ

い
て

理
解

し
、

そ
れ

ら
を

実
践

で
き

る
。

○
身

体
運

動
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
健

康
管

理
の

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

健
康

体
力

づ
く

り
／

生
涯

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
（

各
種

目
）

／
健

康
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

○
学

際
的

分
野

を
成

す
さ

ま
ざ

ま
な

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
社

会
を

見
つ

め
る

視
点

（
大

学
の

通
常

の
授

業
で

学
習

す
る

際
と

は
異

な
る

視
点

）
か

ら
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
２

～
総

合
科

目
(
春

）
／

総
合

科
目

(
秋

）

○
日

本
語

の
背

景
で

あ
る

文
化

に
関

す
る

知
識

や
日

本
の

社
会

と
仕

組
み

に
関

す
る

教
養

を
習

得
し

て
い

る
。

１
～

日
本

の
文

化
と

歴
史

／
日

本
の

産
業

と
社

会

①
情

報
基

礎

○
コ

ー
ス

や
専

攻
で

の
学

習
に

必
要

と
な

る
O
S
（

W
i
n
d
o
w
s
）

や
基

本
的

な
ソ

フ
ト

（
文

書
作

成
・

表
計

算
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ブ

ラ
ウ

ザ
・

電
子

メ
ー

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

の
基

本
的

な
操

作
が

で
き

る
。

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。

１
～

基
礎

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅰ

／
基

礎
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅱ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅰ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅱ

１
～

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
／

情
報

社
会

論

２
～

応
用

表
計

算
(
関

数
）

／
応

用
表

計
算

（
マ

ク
ロ

）
／

基
礎

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅰ

／
基

礎
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅱ

３
～

社
会

情
報

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
通

信
技

術
）

／
社

会
情

報
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
科

と
社

会
）

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅱ

①
人

文
領

域
○

文
化

の
特

徴
を

、
歴

史
、

文
学

、
地

理
、

思
想

、
芸

術
、

宗
教

な
ど

の
側

面
か

ら
説

明
で

き
る

。
１

～
日

本
史

(
古

代
・

中
世

・
近

世
）

／
日

本
史

（
近

代
・

現
代

）
／

外
国

史
（

古
代

・
中

世
）

／
外

国
史

（
近

代
・

現
代

）
／

日
本

文
学

／
日

本
文

学
史

／
自

然
地

理
学

／
人

文
地

理
学

②
社

会
領

域
○

日
本

や
諸

外
国

の
社

会
の

し
く

み
や

そ
の

成
立

事
情

、
代

表
的

な
社

会
問

題
を

、
経

済
、

法
律

、
政

治
な

ど
の

側
面

か
ら

説
明

で
き

る
。

１
～

経
済

学
(
ミ

ク
ロ

基
礎

）
／

経
済

学
(
マ

ク
ロ

基
礎

）
／

憲
法

(
人

権
)
／

憲
法

（
統

治
）

／
法

律
学

（
生

活
と

法
）

／
法

律
学

（
社

会
と

法
）

／
政

治
学

／
国

際
政

治

③
自

然
領

域
○

自
然

の
事

物
・

現
象

や
数

学
的

論
理

の
特

徴
と

こ
れ

ら
の

基
本

法
則

を
学

び
な

が
ら

、
科

学
的

方
法

論
と

科
学

的
知

識
の

特
色

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

○
科

学
技

術
の

発
展

が
現

代
に

も
た

ら
し

た
諸

問
題

を
概

説
で

き
る

。
１

～
基

礎
数

学
（

代
数

・
幾

何
）

／
数

学
（

確
率

・
統

計
）

／
地

球
科

学
／

生
命

科
学

／
物

質
科

学
／

心
の

科
学

②
情

報
発

展

○
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。
○

情
報

技
術

と
情

報
化

社
会

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
を

持
っ

て
い

る
。

○
基

本
的

な
ソ

フ
ト

の
応

用
的

な
操

作
や

、
よ

り
上

級
レ

ベ
ル

の
ソ

フ
ト

（
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

ソ
フ

ト
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ソ
フ

ト
等

）
の

基
本

的
な

操
作

が
で

き
る

。

全
学

共
通

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

2
級

以
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

②
外

国
語

発
展

③
海

外
留

学
・

海
外

研
修

＜
英

語
＞

○
英

語
の

４
技

能
を

向
上

さ
せ

、
か

つ
英

語
圏

の
社

会
・

文
化

・
歴

史
を

理
解

し
た

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
2
)
体

育

(
1
)
言

語

到
達

目
標

①
外

国
語

基
礎

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
日

常
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

、
英

語
以

外
の

外
国

語
の

初
歩

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

読
む

・
書

く
・

聴
く

・
話

す
こ

と
）

が
で

き
る

。

(
2
)
教

養

学
部

基
礎

科
目

(
3
)
総

合

【 全 学 共 通 科 目 　 到 達 目 標 】 自 己 学 習 力

（ 専 門 的 な 学 び の 土 台 づ く り ）

【 学 部 基 礎 科 目 　 到 達 目 標 】 　 自 己 学 習 力

（ 知 的 好 奇 心 の 涵 養 ）

(
4
)
日

本
の

文
化

・
社

会
【

留
学

生
用

】

(
1
)
情

報

到
達

目
標

の
具

体
的

内
容

履
修

年
次

対
応

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

準
2
級

程
度

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

１
～

英
語

Ⅰ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

英
語

Ⅱ
（

B
レ

ベ
ル

・
C
レ

ベ
ル

）
／

基
礎

英
語

（
文

法
・

読
解

）
／

基
礎

英
語

（
リ

ス
ニ

ン
グ

・
作

文
）

／
英

会
話

／
ビ

ジ
ネ

ス
英

語

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
英

語
以

外
の

外
国

語
の

発
音

、
基

礎
的

な
文

法
・

単
語

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

日
本

語
Ⅰ

(
概

説
・

表
現

）
／

日
本

語
Ⅱ

(
読

解
・

表
現

）
／

中
国

語
Ⅰ

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

(
(
文

法
）

／
基

礎
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾂ
語

（
会

話
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
文

法
）

／
基

礎
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

(
会

話
）

１
～

英
語

Ⅰ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)
／

英
語

Ⅱ
(
A
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
)

２
～

上
級

英
会

話
／

上
級

英
作

文
／

T
O
E
I
C
英

語
／

T
O
E
F
L
英

語

１
～

中
国

語
Ⅱ

(
会

話

２
～

中
国

語
Ⅱ

(
読

解
）

／
中

国
語

Ⅱ
(
作

文
）

１
～

短
期

留
学

(
英

語
圏

）

２
～

中
期

留
学

事
前

英
語

演
習

／
中

期
留

学
事

後
英

語
演

習

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
中

国
語

会
話

の
ス

キ
ル

を
高

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
れ

る
よ

う
に

な
る

。
中

国
政

治
経

済
・

文
化

・
社

会
・

歴
史

を
理

解
す

る
。

１
～

海
外

研
修

中
国

語
(
春

)
/
海

外
研

修
中

国
語

(
秋

)
/
短

期
留

学
(
中

国
語

圏
)

○
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ポ

ー
ツ

の
技

術
・

ル
ー

ル
・

戦
術

に
つ

い
て

理
解

し
、

そ
れ

ら
を

実
践

で
き

る
。

○
身

体
運

動
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
健

康
管

理
の

意
義

を
理

解
し

て
い

る
。

１
～

健
康

体
力

づ
く

り
／

生
涯

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
（

各
種

目
）

／
健

康
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

○
学

際
的

分
野

を
成

す
さ

ま
ざ

ま
な

ト
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
社

会
を

見
つ

め
る

視
点

（
大

学
の

通
常

の
授

業
で

学
習

す
る

際
と

は
異

な
る

視
点

）
か

ら
知

識
を

習
得

し
て

い
る

。
２

～
総

合
科

目
(
春

）
／

総
合

科
目

(
秋

）

○
日

本
語

の
背

景
で

あ
る

文
化

に
関

す
る

知
識

や
日

本
の

社
会

と
仕

組
み

に
関

す
る

教
養

を
習

得
し

て
い

る
。

１
～

日
本

の
文

化
と

歴
史

／
日

本
の

産
業

と
社

会

①
情

報
基

礎

○
コ

ー
ス

や
専

攻
で

の
学

習
に

必
要

と
な

る
O
S
（

W
i
n
d
o
w
s
）

や
基

本
的

な
ソ

フ
ト

（
文

書
作

成
・

表
計

算
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ブ

ラ
ウ

ザ
・

電
子

メ
ー

ル
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

の
基

本
的

な
操

作
が

で
き

る
。

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。

１
～

基
礎

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅰ

／
基

礎
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
Ⅱ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅰ

／
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
概

論
Ⅱ

１
～

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
／

情
報

社
会

論

２
～

応
用

表
計

算
(
関

数
）

／
応

用
表

計
算

（
マ

ク
ロ

）
／

基
礎

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅰ

／
基

礎
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
Ⅱ

３
～

社
会

情
報

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
通

信
技

術
）

／
社

会
情

報
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
論

（
情

報
科

と
社

会
）

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅰ

／
ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
Ⅱ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅰ

／
情

報
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
Ⅱ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅰ

／
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
言

語
S
Q
L
Ⅱ

①
人

文
領

域
○

文
化

の
特

徴
を

、
歴

史
、

文
学

、
地

理
、

思
想

、
芸

術
、

宗
教

な
ど

の
側

面
か

ら
説

明
で

き
る

。
１

～
日

本
史

(
古

代
・

中
世

・
近

世
）

／
日

本
史

（
近

代
・

現
代

）
／

外
国

史
（

古
代

・
中

世
）

／
外

国
史

（
近

代
・

現
代

）
／

日
本

文
学

／
日

本
文

学
史

／
自

然
地

理
学

／
人

文
地

理
学

②
社

会
領

域
○

日
本

や
諸

外
国

の
社

会
の

し
く

み
や

そ
の

成
立

事
情

、
代

表
的

な
社

会
問

題
を

、
経

済
、

法
律

、
政

治
な

ど
の

側
面

か
ら

説
明

で
き

る
。

１
～

経
済

学
(
ミ

ク
ロ

基
礎

）
／

経
済

学
(
マ

ク
ロ

基
礎

）
／

憲
法

(
人

権
)
／

憲
法

（
統

治
）

／
法

律
学

（
生

活
と

法
）

／
法

律
学

（
社

会
と

法
）

／
政

治
学

／
国

際
政

治

③
自

然
領

域
○

自
然

の
事

物
・

現
象

や
数

学
的

論
理

の
特

徴
と

こ
れ

ら
の

基
本

法
則

を
学

び
な

が
ら

、
科

学
的

方
法

論
と

科
学

的
知

識
の

特
色

と
意

義
を

説
明

で
き

る
。

○
科

学
技

術
の

発
展

が
現

代
に

も
た

ら
し

た
諸

問
題

を
概

説
で

き
る

。
１

～
基

礎
数

学
（

代
数

・
幾

何
）

／
数

学
（

確
率

・
統

計
）

／
地

球
科

学
／

生
命

科
学

／
物

質
科

学
／

心
の

科
学

②
情

報
発

展

○
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
を

理
解

し
て

い
る

。
○

情
報

技
術

と
情

報
化

社
会

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
を

持
っ

て
い

る
。

○
基

本
的

な
ソ

フ
ト

の
応

用
的

な
操

作
や

、
よ

り
上

級
レ

ベ
ル

の
ソ

フ
ト

（
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

ソ
フ

ト
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ソ
フ

ト
等

）
の

基
本

的
な

操
作

が
で

き
る

。

全
学

共
通

科
目

＜
英

語
＞

○
日

常
生

活
や

仕
事

の
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

実
用

英
語

検
定

試
験

2
級

以
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
読

む
・

書
く

・
聴

く
・

話
す

こ
と

）
が

で
き

る
。

②
外

国
語

発
展

③
海

外
留

学
・

海
外

研
修

＜
英

語
＞

○
英

語
の

４
技

能
を

向
上

さ
せ

、
か

つ
英

語
圏

の
社

会
・

文
化

・
歴

史
を

理
解

し
た

上
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
2
)
体

育

(
1
)
言

語

到
達

目
標

①
外

国
語

基
礎

＜
英

語
以

外
の

外
国

語
＞

○
日

常
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

、
英

語
以

外
の

外
国

語
の

初
歩

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

読
む

・
書

く
・

聴
く

・
話

す
こ

と
）

が
で

き
る

。

(
2
)
教

養

学
部

基
礎

科
目

(
3
)
総

合

【 全 学 共 通 科 目 　 到 達 目 標 】 自 己 学 習 力

（ 専 門 的 な 学 び の 土 台 づ く り ）

【 学 部 基 礎 科 目 　 到 達 目 標 】 　 自 己 学 習 力

（ 知 的 好 奇 心 の 涵 養 ）

(
4
)
日

本
の

文
化

・
社

会
【

留
学

生
用

】

(
1
)
情

報

−　　−121120

５．教育プログラム表について 

2020_本文_20200227 2/16 2020_本文_20200227 2/16 加工不能 3/8 P41と同

③�「当該科目を受講する前に履修してほしい科目」の欄に各専門科目を受講する前に

履修してほしい科目は何かが示されています。これは履修の前提条件となる「前提

科目」とは異なりますが、各コース・専攻の学習到達目標を達成するためには、こ

れを念頭に置いて履修することが望ましいと考えられます。

④�「履修モデル（ガイド）」の欄に、いくつかの職業イメージや学習内容に対応する履

修すべき科目が◎（特に履修すべき科目）と○（履修するのが望ましい科目）が示

されています。

★�専門科目を履修する際には、必ず上の①〜④を確認してから、履修科目を決めま

しょう。

基
礎
数
学
（
代
数
・
幾
何
）
／
数
学
（
確
率
・
統
計
）
／
地

球
科
学
／
宇
宙
科
学
／
生
命
科
学
／
物
質
科
学
／
心
の
科
学



区分 分類 科目名 履修年次

人間科学概論Ａ １～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人間科学概論Ｂ １～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心理学Ａ １～ ○ ◎
心理学Ｂ １～ ○ ◎
哲学Ａ １～ ◎
哲学Ｂ １～ ◎
倫理学Ａ １～ ◎
倫理学Ｂ １～ ◎
言語学Ａ １～ ○ ○
言語学Ｂ １～ ○ ○
社会学Ａ １～ ◎
社会学Ｂ １～ ◎
教育学Ａ １～ ◎ ○
教育学Ｂ １～ ◎ ○
健康科学Ａ １～ ◎
健康科学Ｂ １～ ◎
科学史Ａ １～ ◎ ◎
科学史Ｂ １～ ◎ ◎
外書講読 2～ ◎
ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ａ（必修） １～ ◎ ○ ○
ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ｂ（必修） １～ ◎ ○ ○
ライフデザイン論Ａ（必修） １～ ○ ◎ ◎ ◎
ライフデザイン論Ｂ（必修） １～ ○ ◎ ◎ ◎
環境科学 １～ ◎ ◎
キャリアデザイン論 ２～ ○ ◎
健康と医療の社会学 ２～ ◎ 〇 ◎ 〇
ジェンダー論 ２～ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

ライフコース論 ２～ ◎ 〇 ◎
家族社会学 ２～ ◎ 〇
家族関係論 ２～ 〇 〇 ◎ 〇
社会保障論 ２～ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

公的扶助論 ２～ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

ジェロントロジー ２～ ○ ○ 〇 ◎ 人間科学概論A/B

高齢社会論 ２～ ○ ○ ◎ ○ 人間科学概論A/B

保険論Ａ ２～ ○ ◎ ○
保険論Ｂ ２～ ○ ◎ ○
年金論Ａ ３～ ○ ○ ◎ 社会保障論A/B、ライフデザイン論A/B

年金論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ 年金論A、社会保障論A/B

消費者行動論Ａ ２～ ○ ○ ○ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

消費者行動論Ｂ ２～ ○ ○ ○ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

キャリア心理学 ２～ ○ ○ ◎
グローバル・コミュニケーション論 ２～ 〇
現代哲学 ２～ ◎
青年心理学 ２～ ○ ○ ○ 児童心理学

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ２～ ◎ ◎ ○ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

多文化共生論 ２～ ◎ ◎ ○ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

認知心理学 ２～ ○ ◎ 心理学A/B

実験心理学 ２～ ○ ◎ 心理学A/B

社会心理学 ２～ 〇 ◎
対人関係論 ２～ 〇 ◎
文化交流史 ２～ ◎ 外国史または日本史

文化変容史 ２～ ◎ 外国史または日本史

文化人類学 ３～ ◎ 人間科学概論A/B

比較文化学 ３～ ◎ 人間科学概論A/B

児童学概論Ａ １～ ○ ○ ○
児童学概論Ｂ １～ ○ ○ ○
児童心理学 １～ ○ ◎
ボランティア論Ａ １～ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
ボランティア論Ｂ １～ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
臨床心理学 ２～ ○ ○ ◎
カウンセリング論 ２～ ○ ○ ◎
児童教育論Ａ ２～ ◎
児童教育論Ｂ ２～ ◎
社会福祉論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ボランティア論Ａ/Ｂ

社会福祉論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ボランティア論Ａ/Ｂ

人間形成論 ２～ ◎ ◎ 人間科学概論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ａ ３～ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ｂ ３～ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

発達心理学 ３～ ◎ ◎ ◎ 人間科学概論A/B

簿記Ⅰ １～ ◎
簿記Ⅱ １～ ◎
マーケティング論Ａ ２～ ◎
マーケティング論Ｂ ２～ ◎
金融総論Ａ ２～ ◎
金融総論Ｂ ２～ ◎
会計学総論Ａ ２～ ◎
会計学総論Ｂ ２～ ◎
経営学概論Ａ ２～ ◎
経営学概論Ｂ ２～ ◎
経営組織論Ａ ２～ ◎
経営組織論Ｂ ２～ ◎
経営労務論Ａ ３～ ◎
経営労務論Ｂ ３～ ◎
民法(法律行為） ２～ ◎
民法(債権） ２～

地方自治A ２～

地方自治B ２～

法文化論A 3～

法文化論B 3～

民法（契約） 3～

民法（物権変動と担保） 3～

Current Social Problems ２～

専門的知識とスキルの修得（人間科学専攻）

⑤人と社会の複雑な関係を知る ⑧お金と仕事の基礎を知る
⑥自立した生活を営むためのしく

みを知る
①さまざまな人間観とその問題点

を知る
②人の体と心のはたらきを知る

専
攻
選
択
必
修
科
目

児
童
教
育
専
攻

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する判断基

準）

学部必修科目

学
部
選
択
必
修
科
目

他
学
部
関
連
科
目

経
営
学
分
野

商
学
分
野

専
攻
選
択
必
修
科
目

関
連
分
野

学習到達目標

○思想、文学、科学の領域に現れた代
表的人間観を説明できる
○近代の人間観がひき起こしている代
表的問題を説明できる
○人間と他の生物との類似点と相違点
を列挙できる
○ヒューマン・ネイチャー（人間本性）を
考える意義を説明できる

○人の基礎的な心のはたらきや行動のしく
みを説明できる
○観察や実験から得られた科学的な事実を
もとに、人間の心理学的特性を説明できる
○ヒトの誕生から老年期に至るまでの生涯
発達の過程とその特徴、問題点を説明がで
きる
○健康であるとはどのようなことか、現代に
おける代表的な健康問題を説明できる
○科学的な認識と方法、問題点を説明でき
る

○コミュニケーション能力とは何か、そ
れが人間関係をどのように成長させる
のかを説明できる
○自分を取り巻く人間関係の分析を行
い、自分を見つめなおす分析表を作る
ことができる
○自分のアイデンティティがつくられる
しくみを説明できる
○ことばとことば以外の手段によって他
者を理解する仕組みを説明できる

○社会との関わりのなかで変容する家
族の現状を、問題点を含めて説明でき
る
○現代における代表的な社会問題を
説明できる
○個人が社会のしくみとどのように関
わりあっているのかを自分の生活のな
かに発見して説明することができる
○社会や文化の歴史的変動を、事例
にもとづいて具体的に説明できる
○異文化と自文化の違いを、具体例を
あげて説明できる

③コミュニケーションを知る

専門的知識とスキルの修得（人間科学専攻）

必
修

心
理
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
選
択
必
修
科
目

社
会
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

当該科目を受講する前に履修してほしい科目

○社会学の代表的な学説を列挙できる
○高齢者や障害者が暮らしやすい環
境を作るための方法や政策を提案でき
る
○社会を豊かにしていくための方法や
考え方を説明できる
○障害者、高齢者、女性などの社会的
弱者が抱える諸問題を説明できる
○共生社会を築くために個人に求めら
れる責任を概説することができる

○自分が今後送りたい人生を意識で
き、その具体的な計画をたてることがで
きる
○ライフプランの実現に向けて行動で
きる
○自立した家庭生活や職場生活を送る
ための基礎的・専門的知識を説明でき
る
○消費社会の特徴を説明できる
○豊かな生活提案力を活かして自分
の仕事を考え出すことができる

○生活を営むうえで直面するリスクとそ
れに対応する手段を説明できる
○社会保険や社会福祉などの社会保
障制度のしくみを説明できる
○世代間扶養や所得再分配等の自立
と共生のしくみを説明できる
○生命保険や損害保険のしくみを説明
できる
○リスクに対するマネジメントを立案で
きる

○物とお金の流れとそのしくみを概説
することができる
○仕事組織のしくみを概説することが
できる
○顧客・市場・企業といったマーケティ
ングにおける主要な関係を概説するこ
とができる

⑦生活上の困難に対処するため
のしくみを知る

④支えあう人と人とのつながり（友
人、家族、地域、異文化）を知る

区分 分類 科目名 履修年次

人間科学概論Ａ １～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人間科学概論Ｂ １～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心理学Ａ １～ ○ ◎
心理学Ｂ １～ ○ ◎
哲学Ａ １～ ◎
哲学Ｂ １～ ◎
倫理学Ａ １～ ◎
倫理学Ｂ １～ ◎
言語学Ａ １～ ○ ○
言語学Ｂ １～ ○ ○
社会学Ａ １～ ◎
社会学Ｂ １～ ◎
教育学Ａ １～ ◎ ○
教育学Ｂ １～ ◎ ○
健康科学Ａ １～ ◎
健康科学Ｂ １～ ◎
科学史Ａ １～ ◎ ◎
科学史Ｂ １～ ◎ ◎
外書講読 2～ ◎
ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ａ（必修） １～ ◎ ○ ○
ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ｂ（必修） １～ ◎ ○ ○
ライフデザイン論Ａ（必修） １～ ○ ◎ ◎ ◎
ライフデザイン論Ｂ（必修） １～ ○ ◎ ◎ ◎
環境科学 １～ ◎ ◎
キャリアデザイン論 ２～ ○ ◎
健康と医療の社会学 ２～ ◎ 〇 ◎ 〇
ジェンダー論 ２～ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

ライフコース論 ２～ ◎ 〇 ◎
家族社会学 ２～ ◎ 〇
家族関係論 ２～ 〇 〇 ◎ 〇
社会保障論 ２～ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

公的扶助論 ２～ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

ジェロントロジー ２～ ○ ○ 〇 ◎ 人間科学概論A/B

高齢社会論 ２～ ○ ○ ◎ ○ 人間科学概論A/B

保険論Ａ ２～ ○ ◎ ○
保険論Ｂ ２～ ○ ◎ ○
年金論Ａ ３～ ○ ○ ◎ 社会保障論A/B、ライフデザイン論A/B

年金論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ 年金論A、社会保障論A/B

消費者行動論Ａ ２～ ○ ○ ○ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

消費者行動論Ｂ ２～ ○ ○ ○ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

キャリア心理学 ２～ ○ ○ ◎
グローバル・コミュニケーション ２～ 〇
現代哲学 ２～ ◎
青年心理学 ２～ ○ ○ ○ 児童心理学

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ２～ ◎ ◎ ○ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

多文化共生論 ２～ ◎ ◎ ○ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

認知心理学 ２～ ○ ◎ 心理学A/B

実験心理学 ２～ ○ ◎ 心理学A/B

社会心理学 ２～ 〇 ◎
対人関係論 ２～ 〇 ◎
文化交流史 ２～ ◎ 外国史または日本史

文化変容史 ２～ ◎ 外国史または日本史

文化人類学 ３～ ◎ 人間科学概論A/B

比較文化学 ３～ ◎ 人間科学概論A/B

児童学概論Ａ １～ ○ ○ ○
児童学概論Ｂ １～ ○ ○ ○
児童心理学 １～ ○ ◎
ボランティア論Ａ １～ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
ボランティア論Ｂ １～ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
臨床心理学 ２～ ○ ○ ◎
カウンセリング論 ２～ ○ ○ ◎
児童教育論Ａ ２～ ◎
児童教育論Ｂ ２～ ◎
社会福祉論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ボランティア論Ａ/Ｂ

社会福祉論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ボランティア論Ａ/Ｂ

人間形成論 ２～ ◎ ◎ 人間科学概論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ａ ３～ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ｂ ３～ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

発達心理学 ３～ ◎ ◎ ◎ 人間科学概論A/B

簿記Ⅰ １～ ◎
簿記Ⅱ １～ ◎
マーケティング論Ａ ２～ ◎
マーケティング論Ｂ ２～ ◎
金融総論Ａ ２～ ◎
金融総論Ｂ ２～ ◎
会計学総論Ａ ２～ ◎
会計学総論Ｂ ２～ ◎
経営学概論Ａ ２～ ◎
経営学概論Ｂ ２～ ◎
経営組織論Ａ ２～ ◎
経営組織論Ｂ ２～ ◎
経営労務論Ａ ３～ ◎
経営労務論Ｂ ３～ ◎
民法(法律行為） ２～ ◎
民法(債権） ２～

地方自治A ２～

地方自治B ２～

法文化論A 3～

法文化論B 3～

民法（契約） 3～

民法（物権変動と担保） 3～

Current Social Problems ２～

専門的知識とスキルの修得（人間科学専攻）

⑤人と社会の複雑な関係を知る ⑧お金と仕事の基礎を知る
⑥自立した生活を営むためのしく

みを知る
①さまざまな人間観とその問題点

を知る
②人の体と心のはたらきを知る

専
攻
選
択
必
修
科
目

児
童
教
育
専
攻

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する判断基

準）

学部必修科目

学
部
選
択
必
修
科
目

他
学
部
関
連
科
目

経
営
学
分
野

商
学
分
野

専
攻
選
択
必
修
科
目

関
連
分
野

学習到達目標

○思想、文学、科学の領域に現れた代
表的人間観を説明できる
○近代の人間観がひき起こしている代
表的問題を説明できる
○人間と他の生物との類似点と相違点
を列挙できる
○ヒューマン・ネイチャー（人間本性）を
考える意義を説明できる

○人の基礎的な心のはたらきや行動のしく
みを説明できる
○観察や実験から得られた科学的な事実を
もとに、人間の心理学的特性を説明できる
○ヒトの誕生から老年期に至るまでの生涯
発達の過程とその特徴、問題点を説明がで
きる
○健康であるとはどのようなことか、現代に
おける代表的な健康問題を説明できる
○科学的な認識と方法、問題点を説明でき
る

○コミュニケーション能力とは何か、そ
れが人間関係をどのように成長させる
のかを説明できる
○自分を取り巻く人間関係の分析を行
い、自分を見つめなおす分析表を作る
ことができる
○自分のアイデンティティがつくられる
しくみを説明できる
○ことばとことば以外の手段によって他
者を理解する仕組みを説明できる

○社会との関わりのなかで変容する家
族の現状を、問題点を含めて説明でき
る
○現代における代表的な社会問題を
説明できる
○個人が社会のしくみとどのように関
わりあっているのかを自分の生活のな
かに発見して説明することができる
○社会や文化の歴史的変動を、事例
にもとづいて具体的に説明できる
○異文化と自文化の違いを、具体例を
あげて説明できる

③コミュニケーションを知る

専門的知識とスキルの修得（人間科学専攻）

必
修

心
理
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
選
択
必
修
科
目

社
会
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

当該科目を受講する前に履修してほしい科目

○社会学の代表的な学説を列挙できる
○高齢者や障害者が暮らしやすい環
境を作るための方法や政策を提案でき
る
○社会を豊かにしていくための方法や
考え方を説明できる
○障害者、高齢者、女性などの社会的
弱者が抱える諸問題を説明できる
○共生社会を築くために個人に求めら
れる責任を概説することができる

○自分が今後送りたい人生を意識で
き、その具体的な計画をたてることがで
きる
○ライフプランの実現に向けて行動で
きる
○自立した家庭生活や職場生活を送る
ための基礎的・専門的知識を説明でき
る
○消費社会の特徴を説明できる
○豊かな生活提案力を活かして自分
の仕事を考え出すことができる

○生活を営むうえで直面するリスクとそ
れに対応する手段を説明できる
○社会保険や社会福祉などの社会保
障制度のしくみを説明できる
○世代間扶養や所得再分配等の自立
と共生のしくみを説明できる
○生命保険や損害保険のしくみを説明
できる
○リスクに対するマネジメントを立案で
きる

○物とお金の流れとそのしくみを概説
することができる
○仕事組織のしくみを概説することが
できる
○顧客・市場・企業といったマーケティ
ングにおける主要な関係を概説するこ
とができる

⑦生活上の困難に対処するため
のしくみを知る

④支えあう人と人とのつながり（友
人、家族、地域、異文化）を知る

−　　−123122

人間科学専攻
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区分 分類 科目名 履修年次

人間科学概論Ａ １～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人間科学概論Ｂ １～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心理学Ａ １～ ○ ◎
心理学Ｂ １～ ○ ◎
哲学Ａ １～ ◎
哲学Ｂ １～ ◎
倫理学Ａ １～ ◎
倫理学Ｂ １～ ◎
言語学Ａ １～ ○ ○
言語学Ｂ １～ ○ ○
社会学Ａ １～ ◎
社会学Ｂ １～ ◎
教育学Ａ １～ ◎ ○
教育学Ｂ １～ ◎ ○
健康科学Ａ １～ ◎
健康科学Ｂ １～ ◎
科学史Ａ １～ ◎ ◎
科学史Ｂ １～ ◎ ◎
外書講読 2～ ◎
ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ａ（必修） １～ ◎ ○ ○
ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ｂ（必修） １～ ◎ ○ ○
ライフデザイン論Ａ（必修） １～ ○ ◎ ◎ ◎
ライフデザイン論Ｂ（必修） １～ ○ ◎ ◎ ◎
環境科学 １～ ◎ ◎
キャリアデザイン論 ２～ ○ ◎
健康と医療の社会学 ２～ ◎ 〇 ◎ 〇
ジェンダー論 ２～ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

ライフコース論 ２～ ◎ 〇 ◎
家族社会学 ２～ ◎ 〇
家族関係論 ２～ 〇 〇 ◎ 〇
社会保障論 ２～ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

公的扶助論 ２～ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

ジェロントロジー ２～ ○ ○ 〇 ◎ 人間科学概論A/B

高齢社会論 ２～ ○ ○ ◎ ○ 人間科学概論A/B

保険論Ａ ２～ ○ ◎ ○
保険論Ｂ ２～ ○ ◎ ○
年金論Ａ ３～ ○ ○ ◎ 社会保障論A/B、ライフデザイン論A/B

年金論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ 年金論A、社会保障論A/B

消費者行動論Ａ ２～ ○ ○ ○ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

消費者行動論Ｂ ２～ ○ ○ ○ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

キャリア心理学 ２～ ○ ○ ◎
グローバル・コミュニケーション論 ２～ 〇
現代哲学 ２～ ◎
青年心理学 ２～ ○ ○ ○ 児童心理学

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ２～ ◎ ◎ ○ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

多文化共生論 ２～ ◎ ◎ ○ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

認知心理学 ２～ ○ ◎ 心理学A/B

実験心理学 ２～ ○ ◎ 心理学A/B

社会心理学 ２～ 〇 ◎
対人関係論 ２～ 〇 ◎
文化交流史 ２～ ◎ 外国史または日本史

文化変容史 ２～ ◎ 外国史または日本史

文化人類学 ３～ ◎ 人間科学概論A/B

比較文化学 ３～ ◎ 人間科学概論A/B

児童学概論Ａ １～ ○ ○ ○
児童学概論Ｂ １～ ○ ○ ○
児童心理学 １～ ○ ◎
ボランティア論Ａ １～ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
ボランティア論Ｂ １～ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
臨床心理学 ２～ ○ ○ ◎
カウンセリング論 ２～ ○ ○ ◎
児童教育論Ａ ２～ ◎
児童教育論Ｂ ２～ ◎
社会福祉論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ボランティア論Ａ/Ｂ

社会福祉論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ボランティア論Ａ/Ｂ

人間形成論 ２～ ◎ ◎ 人間科学概論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ａ ３～ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ｂ ３～ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

発達心理学 ３～ ◎ ◎ ◎ 人間科学概論A/B

簿記Ⅰ １～ ◎
簿記Ⅱ １～ ◎
マーケティング論Ａ ２～ ◎
マーケティング論Ｂ ２～ ◎
金融総論Ａ ２～ ◎
金融総論Ｂ ２～ ◎
会計学総論Ａ ２～ ◎
会計学総論Ｂ ２～ ◎
経営学概論Ａ ２～ ◎
経営学概論Ｂ ２～ ◎
経営組織論Ａ ２～ ◎
経営組織論Ｂ ２～ ◎
経営労務論Ａ ３～ ◎
経営労務論Ｂ ３～ ◎
民法(法律行為） ２～ ◎
民法(債権） ２～

地方自治A ２～

地方自治B ２～

法文化論A 3～

法文化論B 3～

民法（契約） 3～

民法（物権変動と担保） 3～

Current Social Problems ２～

専門的知識とスキルの修得（人間科学専攻）

⑤人と社会の複雑な関係を知る ⑧お金と仕事の基礎を知る
⑥自立した生活を営むためのしく

みを知る
①さまざまな人間観とその問題点

を知る
②人の体と心のはたらきを知る

専
攻
選
択
必
修
科
目

児
童
教
育
専
攻

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する判断基

準）

学部必修科目

学
部
選
択
必
修
科
目

他
学
部
関
連
科
目

経
営
学
分
野

商
学
分
野

専
攻
選
択
必
修
科
目

関
連
分
野

学習到達目標

○思想、文学、科学の領域に現れた代
表的人間観を説明できる
○近代の人間観がひき起こしている代
表的問題を説明できる
○人間と他の生物との類似点と相違点
を列挙できる
○ヒューマン・ネイチャー（人間本性）を
考える意義を説明できる

○人の基礎的な心のはたらきや行動のしく
みを説明できる
○観察や実験から得られた科学的な事実を
もとに、人間の心理学的特性を説明できる
○ヒトの誕生から老年期に至るまでの生涯
発達の過程とその特徴、問題点を説明がで
きる
○健康であるとはどのようなことか、現代に
おける代表的な健康問題を説明できる
○科学的な認識と方法、問題点を説明でき
る

○コミュニケーション能力とは何か、そ
れが人間関係をどのように成長させる
のかを説明できる
○自分を取り巻く人間関係の分析を行
い、自分を見つめなおす分析表を作る
ことができる
○自分のアイデンティティがつくられる
しくみを説明できる
○ことばとことば以外の手段によって他
者を理解する仕組みを説明できる

○社会との関わりのなかで変容する家
族の現状を、問題点を含めて説明でき
る
○現代における代表的な社会問題を
説明できる
○個人が社会のしくみとどのように関
わりあっているのかを自分の生活のな
かに発見して説明することができる
○社会や文化の歴史的変動を、事例
にもとづいて具体的に説明できる
○異文化と自文化の違いを、具体例を
あげて説明できる

③コミュニケーションを知る

専門的知識とスキルの修得（人間科学専攻）

必
修

心
理
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
選
択
必
修
科
目

社
会
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

当該科目を受講する前に履修してほしい科目

○社会学の代表的な学説を列挙できる
○高齢者や障害者が暮らしやすい環
境を作るための方法や政策を提案でき
る
○社会を豊かにしていくための方法や
考え方を説明できる
○障害者、高齢者、女性などの社会的
弱者が抱える諸問題を説明できる
○共生社会を築くために個人に求めら
れる責任を概説することができる

○自分が今後送りたい人生を意識で
き、その具体的な計画をたてることがで
きる
○ライフプランの実現に向けて行動で
きる
○自立した家庭生活や職場生活を送る
ための基礎的・専門的知識を説明でき
る
○消費社会の特徴を説明できる
○豊かな生活提案力を活かして自分
の仕事を考え出すことができる

○生活を営むうえで直面するリスクとそ
れに対応する手段を説明できる
○社会保険や社会福祉などの社会保
障制度のしくみを説明できる
○世代間扶養や所得再分配等の自立
と共生のしくみを説明できる
○生命保険や損害保険のしくみを説明
できる
○リスクに対するマネジメントを立案で
きる

○物とお金の流れとそのしくみを概説
することができる
○仕事組織のしくみを概説することが
できる
○顧客・市場・企業といったマーケティ
ングにおける主要な関係を概説するこ
とができる

⑦生活上の困難に対処するため
のしくみを知る

④支えあう人と人とのつながり（友
人、家族、地域、異文化）を知る

区分 分類 科目名 履修年次

人間科学概論Ａ １～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人間科学概論Ｂ １～ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心理学Ａ １～ ○ ◎
心理学Ｂ １～ ○ ◎
哲学Ａ １～ ◎
哲学Ｂ １～ ◎
倫理学Ａ １～ ◎
倫理学Ｂ １～ ◎
言語学Ａ １～ ○ ○
言語学Ｂ １～ ○ ○
社会学Ａ １～ ◎
社会学Ｂ １～ ◎
教育学Ａ １～ ◎ ○
教育学Ｂ １～ ◎ ○
健康科学Ａ １～ ◎
健康科学Ｂ １～ ◎
科学史Ａ １～ ◎ ◎
科学史Ｂ １～ ◎ ◎
外書講読 2～ ◎
ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ａ（必修） １～ ◎ ○ ○
ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ｂ（必修） １～ ◎ ○ ○
ライフデザイン論Ａ（必修） １～ ○ ◎ ◎ ◎
ライフデザイン論Ｂ（必修） １～ ○ ◎ ◎ ◎
環境科学 １～ ◎ ◎
キャリアデザイン論 ２～ ○ ◎
健康と医療の社会学 ２～ ◎ 〇 ◎ 〇
ジェンダー論 ２～ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

ライフコース論 ２～ ◎ 〇 ◎
家族社会学 ２～ ◎ 〇
家族関係論 ２～ 〇 〇 ◎ 〇
社会保障論 ２～ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

公的扶助論 ２～ ○ ◎ ◎ ○ ライフデザイン論A/B

ジェロントロジー ２～ ○ ○ 〇 ◎ 人間科学概論A/B

高齢社会論 ２～ ○ ○ ◎ ○ 人間科学概論A/B

保険論Ａ ２～ ○ ◎ ○
保険論Ｂ ２～ ○ ◎ ○
年金論Ａ ３～ ○ ○ ◎ 社会保障論A/B、ライフデザイン論A/B

年金論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ 年金論A、社会保障論A/B

消費者行動論Ａ ２～ ○ ○ ○ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

消費者行動論Ｂ ２～ ○ ○ ○ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

キャリア心理学 ２～ ○ ○ ◎
グローバル・コミュニケーション ２～ 〇
現代哲学 ２～ ◎
青年心理学 ２～ ○ ○ ○ 児童心理学

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ２～ ◎ ◎ ○ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

多文化共生論 ２～ ◎ ◎ ○ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

認知心理学 ２～ ○ ◎ 心理学A/B

実験心理学 ２～ ○ ◎ 心理学A/B

社会心理学 ２～ 〇 ◎
対人関係論 ２～ 〇 ◎
文化交流史 ２～ ◎ 外国史または日本史

文化変容史 ２～ ◎ 外国史または日本史

文化人類学 ３～ ◎ 人間科学概論A/B

比較文化学 ３～ ◎ 人間科学概論A/B

児童学概論Ａ １～ ○ ○ ○
児童学概論Ｂ １～ ○ ○ ○
児童心理学 １～ ○ ◎
ボランティア論Ａ １～ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
ボランティア論Ｂ １～ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
臨床心理学 ２～ ○ ○ ◎
カウンセリング論 ２～ ○ ○ ◎
児童教育論Ａ ２～ ◎
児童教育論Ｂ ２～ ◎
社会福祉論Ａ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ボランティア論Ａ/Ｂ

社会福祉論Ｂ ２～ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ボランティア論Ａ/Ｂ

人間形成論 ２～ ◎ ◎ 人間科学概論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ａ ３～ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ｂ ３～ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

発達心理学 ３～ ◎ ◎ ◎ 人間科学概論A/B

簿記Ⅰ １～ ◎
簿記Ⅱ １～ ◎
マーケティング論Ａ ２～ ◎
マーケティング論Ｂ ２～ ◎
金融総論Ａ ２～ ◎
金融総論Ｂ ２～ ◎
会計学総論Ａ ２～ ◎
会計学総論Ｂ ２～ ◎
経営学概論Ａ ２～ ◎
経営学概論Ｂ ２～ ◎
経営組織論Ａ ２～ ◎
経営組織論Ｂ ２～ ◎
経営労務論Ａ ３～ ◎
経営労務論Ｂ ３～ ◎
民法(法律行為） ２～ ◎
民法(債権） ２～

地方自治A ２～

地方自治B ２～

法文化論A 3～

法文化論B 3～

民法（契約） 3～

民法（物権変動と担保） 3～

Current Social Problems ２～

専門的知識とスキルの修得（人間科学専攻）

⑤人と社会の複雑な関係を知る ⑧お金と仕事の基礎を知る
⑥自立した生活を営むためのしく

みを知る
①さまざまな人間観とその問題点

を知る
②人の体と心のはたらきを知る

専
攻
選
択
必
修
科
目

児
童
教
育
専
攻

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する判断基

準）

学部必修科目

学
部
選
択
必
修
科
目

他
学
部
関
連
科
目

経
営
学
分
野

商
学
分
野

専
攻
選
択
必
修
科
目

関
連
分
野

学習到達目標

○思想、文学、科学の領域に現れた代
表的人間観を説明できる
○近代の人間観がひき起こしている代
表的問題を説明できる
○人間と他の生物との類似点と相違点
を列挙できる
○ヒューマン・ネイチャー（人間本性）を
考える意義を説明できる

○人の基礎的な心のはたらきや行動のしく
みを説明できる
○観察や実験から得られた科学的な事実を
もとに、人間の心理学的特性を説明できる
○ヒトの誕生から老年期に至るまでの生涯
発達の過程とその特徴、問題点を説明がで
きる
○健康であるとはどのようなことか、現代に
おける代表的な健康問題を説明できる
○科学的な認識と方法、問題点を説明でき
る

○コミュニケーション能力とは何か、そ
れが人間関係をどのように成長させる
のかを説明できる
○自分を取り巻く人間関係の分析を行
い、自分を見つめなおす分析表を作る
ことができる
○自分のアイデンティティがつくられる
しくみを説明できる
○ことばとことば以外の手段によって他
者を理解する仕組みを説明できる

○社会との関わりのなかで変容する家
族の現状を、問題点を含めて説明でき
る
○現代における代表的な社会問題を
説明できる
○個人が社会のしくみとどのように関
わりあっているのかを自分の生活のな
かに発見して説明することができる
○社会や文化の歴史的変動を、事例
にもとづいて具体的に説明できる
○異文化と自文化の違いを、具体例を
あげて説明できる

③コミュニケーションを知る

専門的知識とスキルの修得（人間科学専攻）

必
修

心
理
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
選
択
必
修
科
目

社
会
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

当該科目を受講する前に履修してほしい科目

○社会学の代表的な学説を列挙できる
○高齢者や障害者が暮らしやすい環
境を作るための方法や政策を提案でき
る
○社会を豊かにしていくための方法や
考え方を説明できる
○障害者、高齢者、女性などの社会的
弱者が抱える諸問題を説明できる
○共生社会を築くために個人に求めら
れる責任を概説することができる

○自分が今後送りたい人生を意識で
き、その具体的な計画をたてることがで
きる
○ライフプランの実現に向けて行動で
きる
○自立した家庭生活や職場生活を送る
ための基礎的・専門的知識を説明でき
る
○消費社会の特徴を説明できる
○豊かな生活提案力を活かして自分
の仕事を考え出すことができる

○生活を営むうえで直面するリスクとそ
れに対応する手段を説明できる
○社会保険や社会福祉などの社会保
障制度のしくみを説明できる
○世代間扶養や所得再分配等の自立
と共生のしくみを説明できる
○生命保険や損害保険のしくみを説明
できる
○リスクに対するマネジメントを立案で
きる

○物とお金の流れとそのしくみを概説
することができる
○仕事組織のしくみを概説することが
できる
○顧客・市場・企業といったマーケティ
ングにおける主要な関係を概説するこ
とができる

⑦生活上の困難に対処するため
のしくみを知る

④支えあう人と人とのつながり（友
人、家族、地域、異文化）を知る

人間科学基礎論

人間科学方法論

学部必修科目

/ 公的扶助論
/ 対人関係論
/ 対人関係論

３〜

３〜



区分 分類 科目名 履修年次

人間科学概論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

人間科学概論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

心理学Ａ １～ ○ ◎ ◎

心理学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

哲学Ａ １～ ○ ◎ ◎

哲学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

倫理学Ａ １～ ○ ◎ ◎

倫理学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

言語学Ａ １～ 〇 ◎ ◎ ○

言語学Ｂ １～ 〇 ◎ ◎ ○

社会学Ａ １～ 〇 ◎ ◎

社会学Ｂ １～ 〇 ◎ ◎

教育学Ａ １～ ◎ ○ ◎ ◎ ○

教育学Ｂ １～ ◎ ○ ◎ ◎ ○

健康科学Ａ １～ ◎ ○ ◎

健康科学Ｂ １～ ◎ ○ ◎

科学史Ａ １～ 〇 ◎ ◎

科学史Ｂ １～ 〇 ◎ ◎

外書講読 2～ 〇 ◎ ◎

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ａ １～ ○ ○ ○ ◎

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ｂ １～ ○ ○ ○ ◎

ライフデザイン論Ａ １～ ○ ○ ◎ ○

ライフデザイン論Ｂ １～ ○ ○ ◎ ○

環境科学 １～ ○ ○ ○

キャリアデザイン論 ２～ ○ ○

○
◎

健康と医療の社会学 ２～ ○ ○ ○

ジェンダー論 ２～ ○ ○ ◎

ライフコース論 ２～ ○ ○ ◎

家族社会学 ２～ ○ ○ ◎ ○

家族関係論 ２～ ○ ○ ○ ◎ ○

社会保障論 ２～ ○ ○ ◎ ライフデザイン論A/B

公的扶助論 ２～ ○ ○ ◎ ライフデザイン論A/B

ジェロントロジー ２～ ○ ○ ◎ ○ ○ 人間科学概論A/B

保険論Ａ ２～ ○ ○ ◎

保険論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

年金論Ａ ３～ ○ ○ ◎ 社会保障論A/B、ライフデザイン論A/B

年金論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ 年金論A、社会保障論A/B

消費者行動論Ａ ３～ ○ ○ ◎ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

消費者行動論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

キャリア心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

グローバル・コミュニケーション ２～ ○ ○

現代哲学 ２～ ○ ○ ○

青年心理学 ２～ ○ ○ ○ ○ ○ 児童心理学

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ２～ ○ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

多文化共生論 ２～ ○ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

認知心理学 ２～ ○ ○ 〇

実験心理学 ２～ ○ ○ 〇

社会心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

対人関係論 ２～ ○ ○ ◎

文化交流史 ２～ ○ ○ ◎ 外国史または日本史

文化変容史 ２～ ○ ○ ◎ 外国史または日本史

経営心理学A ２～ ○ ○ 〇

経営心理学B ２～ ○ ○ 〇

文化人類学 ３～ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B

比較文化学 ３～ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B

児童学概論Ａ（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○

児童学概論Ｂ（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○

児童心理学（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎

ボランティア論Ａ １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

ボランティア論Ｂ １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

臨床心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

カウンセリング論 ２～ ○ ○ ○ ◎

児童教育論Ａ ２～ ○ ○ ◎ ○ ○

児童教育論Ｂ ２～ ○ ○ ○ ◎ ○

社会福祉論Ａ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ボランティア論Ａ/Ｂ

社会福祉論Ｂ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ボランティア論Ａ/Ｂ

人間形成論 ２～ ◎ ◎ ◎ 人間科学概論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ａ ３～ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ｂ ３～ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

生涯発達論 ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 人間科学概論A/B

簿記Ⅰ １～ ○ ○ ◎

簿記Ⅱ １～ ○ ○ ◎

マーケティング論Ａ ２～ ○ ○ ◎

マーケティング論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

金融総論Ａ ２～ ○ ○ ◎

金融総論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

会計学総論Ａ ２～ ○ ○ ◎

会計学総論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営学概論Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営学概論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営心理学Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営心理学Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営組織論Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営組織論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営労務論A ３～ ○ ○ ◎

経営労務論B ３～ ○ ○ ◎

民法(法律行為） ２～ ○ ○ ◎

民法(債権） ２～ ○ ○

地方自治A ２～ ○ ○

地方自治B ２～ ○ ○

法文化論A ３～ ○ ○

法文化論B ３～ ○ ○

民法（契約） ３～ ○ ○

民法（物権変動と担保） ３～ ○ ○

Current Social Problems ２～ ○ ○ ◎
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④児童についての基礎知識

○ライフデザインの意義について説明することができる。
○ライフデザインを行うために必要となる多様な観点を整理するこ
とができる。
○ライフデザインを具体的に考えることができる。
○考えられたライフデザインを実現するための方途について説明
することができる。

○児童について学ぶ意義について説明することができる。
○児童について研究する多様な学問領域を列挙することができ
る。
○児童の特徴について多様な観点から説明することができる。
○現代社会における児童を取り巻く諸課題を列挙することができ
る。

○教育の意義について説明することができる。
○代表的な教育理論について理解し、それらに基礎づけられた教
育方法や教育内容について説明することができる。
○日本の学校教育制度について説明することができる。
○現代社会における教育に関する諸問題を列挙することができ
る。

○児童教育を社会が支えていくことの意義について説明することが
できる。
○商業をはじめとする様々な仕事が児童教育とどのように関わって
いるかについて、説明することができる。
○児童福祉の意義や課題について、説明することができる。
現代における児童教育を支える社会のしくみやその諸課題を列挙
することができる。

学部必修科目

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する判断基準）

そ
の
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当該科目を受講する前に履修してほしい科目

①人間科学の基礎知識 ②コミュニケーションの基礎知識 ⑤教育についての基礎知識

専門的知識とスキルの修得（児童教育専攻）専門的知識とスキルの修得（児童教育専攻）

○人間科学が総合科学であることを理解した上で、それを基礎づ
ける多様な学問領域を列挙することができる。
○代表的な人間観の特徴を説明し、それらがもたらした影響や課
題について説明することができる。
○人間の心身について、多様な観点から捉えることができる。
○現代社会における人間を取り巻く諸課題を列挙することができ
る。

○コミュニケーションの意義について説明することができる。
○コミュニケーションの多様な形態とそれぞれの特徴について説明
することができる。
○多様なコミュニケーションが人間や社会にもたらす影響や課題に
ついて説明することができる。
○現代社会におけるコミュニケーションが抱える諸課題を列挙する
ことができる。

⑥児童教育を支える社会のしくみについての基礎知識③ライフデザインの基礎知識

区分 分類 科目名 履修年次

人間科学概論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

人間科学概論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

心理学Ａ １～ ○ ◎ ◎

心理学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

哲学Ａ １～ ○ ◎ ◎

哲学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

倫理学Ａ １～ ○ ◎ ◎

倫理学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

言語学Ａ １～ 〇 ◎ ◎ ○

言語学Ｂ １～ 〇 ◎ ◎ ○

社会学Ａ １～ 〇 ◎ ◎

社会学Ｂ １～ 〇 ◎ ◎

教育学Ａ １～ ◎ ○ ◎ ◎ ○

教育学Ｂ １～ ◎ ○ ◎ ◎ ○

健康科学Ａ １～ ◎ ○ ◎

健康科学Ｂ １～ ◎ ○ ◎

科学史Ａ １～ 〇 ◎ ◎

科学史Ｂ １～ 〇 ◎ ◎

外書講読 2～ 〇 ◎ ◎

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ａ １～ ○ ○ ○ ◎

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ｂ １～ ○ ○ ○ ◎

ライフデザイン論Ａ １～ ○ ○ ◎ ○

ライフデザイン論Ｂ １～ ○ ○ ◎ ○

環境科学 １～ ○ ○ ○

キャリアデザイン論 ２～ ○ ○

○
◎

健康と医療の社会学 ２～ ○ ○ ○

ジェンダー論 ２～ ○ ○ ◎

ライフコース論 ２～ ○ ○ ◎

家族社会学 ２～ ○ ○ ◎ ○

家族関係論 ２～ ○ ○ ○ ◎ ○

社会保障論 ２～ ○ ○ ◎ ライフデザイン論A/B

公的扶助論 ２～ ○ ○ ◎ ライフデザイン論A/B

ジェロントロジー ２～ ○ ○ ◎ ○ ○ 人間科学概論A/B

保険論Ａ ２～ ○ ○ ◎

保険論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

年金論Ａ ３～ ○ ○ ◎ 社会保障論A/B、ライフデザイン論A/B

年金論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ 年金論A、社会保障論A/B

消費者行動論Ａ ３～ ○ ○ ◎ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

消費者行動論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

キャリア心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

グローバル・コミュニケーション ２～ ○ ○

現代哲学 ２～ ○ ○ ○

青年心理学 ２～ ○ ○ ○ ○ ○ 児童心理学

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ２～ ○ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

多文化共生論 ２～ ○ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

認知心理学 ２～ ○ ○ 〇

実験心理学 ２～ ○ ○ 〇

社会心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

対人関係論 ２～ ○ ○ ◎

文化交流史 ２～ ○ ○ ◎ 外国史または日本史

文化変容史 ２～ ○ ○ ◎ 外国史または日本史

経営心理学A ２～ ○ ○ 〇

経営心理学B ２～ ○ ○ 〇

文化人類学 ３～ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B

比較文化学 ３～ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B

児童学概論Ａ（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○

児童学概論Ｂ（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○

児童心理学（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎

ボランティア論Ａ １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

ボランティア論Ｂ １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

臨床心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

カウンセリング論 ２～ ○ ○ ○ ◎

児童教育論Ａ ２～ ○ ○ ◎ ○ ○

児童教育論Ｂ ２～ ○ ○ ○ ◎ ○

社会福祉論Ａ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ボランティア論Ａ/Ｂ

社会福祉論Ｂ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ボランティア論Ａ/Ｂ

人間形成論 ２～ ◎ ◎ ◎ 人間科学概論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ａ ３～ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ｂ ３～ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

生涯発達論 ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 人間科学概論A/B

簿記Ⅰ １～ ○ ○ ◎

簿記Ⅱ １～ ○ ○ ◎

マーケティング論Ａ ２～ ○ ○ ◎

マーケティング論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

金融総論Ａ ２～ ○ ○ ◎

金融総論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

会計学総論Ａ ２～ ○ ○ ◎

会計学総論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営学概論Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営学概論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営心理学Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営心理学Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営組織論Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営組織論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営労務論A ３～ ○ ○ ◎

経営労務論B ３～ ○ ○ ◎

民法(法律行為） ２～ ○ ○ ◎

民法(債権） ２～ ○ ○

地方自治A ２～ ○ ○

地方自治B ２～ ○ ○

法文化論A ３～ ○ ○

法文化論B ３～ ○ ○

民法（契約） ３～ ○ ○

民法（物権変動と担保） ３～ ○ ○

Current Social Problems ２～ ○ ○ ◎
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④児童についての基礎知識

○ライフデザインの意義について説明することができる。
○ライフデザインを行うために必要となる多様な観点を整理するこ
とができる。
○ライフデザインを具体的に考えることができる。
○考えられたライフデザインを実現するための方途について説明
することができる。

○児童について学ぶ意義について説明することができる。
○児童について研究する多様な学問領域を列挙することができ
る。
○児童の特徴について多様な観点から説明することができる。
○現代社会における児童を取り巻く諸課題を列挙することができ
る。

○教育の意義について説明することができる。
○代表的な教育理論について理解し、それらに基礎づけられた教
育方法や教育内容について説明することができる。
○日本の学校教育制度について説明することができる。
○現代社会における教育に関する諸問題を列挙することができ
る。

○児童教育を社会が支えていくことの意義について説明することが
できる。
○商業をはじめとする様々な仕事が児童教育とどのように関わって
いるかについて、説明することができる。
○児童福祉の意義や課題について、説明することができる。
現代における児童教育を支える社会のしくみやその諸課題を列挙
することができる。

学部必修科目

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する判断基準）
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当該科目を受講する前に履修してほしい科目

①人間科学の基礎知識 ②コミュニケーションの基礎知識 ⑤教育についての基礎知識

専門的知識とスキルの修得（児童教育専攻）専門的知識とスキルの修得（児童教育専攻）

○人間科学が総合科学であることを理解した上で、それを基礎づ
ける多様な学問領域を列挙することができる。
○代表的な人間観の特徴を説明し、それらがもたらした影響や課
題について説明することができる。
○人間の心身について、多様な観点から捉えることができる。
○現代社会における人間を取り巻く諸課題を列挙することができ
る。

○コミュニケーションの意義について説明することができる。
○コミュニケーションの多様な形態とそれぞれの特徴について説明
することができる。
○多様なコミュニケーションが人間や社会にもたらす影響や課題に
ついて説明することができる。
○現代社会におけるコミュニケーションが抱える諸課題を列挙する
ことができる。

⑥児童教育を支える社会のしくみについての基礎知識③ライフデザインの基礎知識

−　　−125124

児童教育専攻
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区分 分類 科目名 履修年次

人間科学概論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

人間科学概論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

心理学Ａ １～ ○ ◎ ◎

心理学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

哲学Ａ １～ ○ ◎ ◎

哲学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

倫理学Ａ １～ ○ ◎ ◎

倫理学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

言語学Ａ １～ 〇 ◎ ◎ ○

言語学Ｂ １～ 〇 ◎ ◎ ○

社会学Ａ １～ 〇 ◎ ◎

社会学Ｂ １～ 〇 ◎ ◎

教育学Ａ １～ ◎ ○ ◎ ◎ ○

教育学Ｂ １～ ◎ ○ ◎ ◎ ○

健康科学Ａ １～ ◎ ○ ◎

健康科学Ｂ １～ ◎ ○ ◎

科学史Ａ １～ 〇 ◎ ◎

科学史Ｂ １～ 〇 ◎ ◎

外書講読 2～ 〇 ◎ ◎

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ａ １～ ○ ○ ○ ◎

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ｂ １～ ○ ○ ○ ◎

ライフデザイン論Ａ １～ ○ ○ ◎ ○

ライフデザイン論Ｂ １～ ○ ○ ◎ ○

環境科学 １～ ○ ○ ○

キャリアデザイン論 ２～ ○ ○

○
◎

健康と医療の社会学 ２～ ○ ○ ○

ジェンダー論 ２～ ○ ○ ◎

ライフコース論 ２～ ○ ○ ◎

家族社会学 ２～ ○ ○ ◎ ○

家族関係論 ２～ ○ ○ ○ ◎ ○

社会保障論 ２～ ○ ○ ◎ ライフデザイン論A/B

公的扶助論 ２～ ○ ○ ◎ ライフデザイン論A/B

ジェロントロジー ２～ ○ ○ ◎ ○ ○ 人間科学概論A/B

保険論Ａ ２～ ○ ○ ◎

保険論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

年金論Ａ ３～ ○ ○ ◎ 社会保障論A/B、ライフデザイン論A/B

年金論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ 年金論A、社会保障論A/B

消費者行動論Ａ ３～ ○ ○ ◎ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

消費者行動論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

キャリア心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

グローバル・コミュニケーション ２～ ○ ○

現代哲学 ２～ ○ ○ ○

青年心理学 ２～ ○ ○ ○ ○ ○ 児童心理学

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ２～ ○ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

多文化共生論 ２～ ○ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

認知心理学 ２～ ○ ○ 〇

実験心理学 ２～ ○ ○ 〇

社会心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

対人関係論 ２～ ○ ○ ◎

文化交流史 ２～ ○ ○ ◎ 外国史または日本史

文化変容史 ２～ ○ ○ ◎ 外国史または日本史

経営心理学A ２～ ○ ○ 〇

経営心理学B ２～ ○ ○ 〇

文化人類学 ３～ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B

比較文化学 ３～ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B

児童学概論Ａ（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○

児童学概論Ｂ（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○

児童心理学（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎

ボランティア論Ａ １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

ボランティア論Ｂ １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

臨床心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

カウンセリング論 ２～ ○ ○ ○ ◎

児童教育論Ａ ２～ ○ ○ ◎ ○ ○

児童教育論Ｂ ２～ ○ ○ ○ ◎ ○

社会福祉論Ａ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ボランティア論Ａ/Ｂ

社会福祉論Ｂ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ボランティア論Ａ/Ｂ

人間形成論 ２～ ◎ ◎ ◎ 人間科学概論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ａ ３～ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ｂ ３～ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

生涯発達論 ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 人間科学概論A/B

簿記Ⅰ １～ ○ ○ ◎

簿記Ⅱ １～ ○ ○ ◎

マーケティング論Ａ ２～ ○ ○ ◎

マーケティング論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

金融総論Ａ ２～ ○ ○ ◎

金融総論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

会計学総論Ａ ２～ ○ ○ ◎

会計学総論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営学概論Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営学概論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営心理学Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営心理学Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営組織論Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営組織論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営労務論A ３～ ○ ○ ◎

経営労務論B ３～ ○ ○ ◎

民法(法律行為） ２～ ○ ○ ◎

民法(債権） ２～ ○ ○

地方自治A ２～ ○ ○

地方自治B ２～ ○ ○

法文化論A ３～ ○ ○

法文化論B ３～ ○ ○

民法（契約） ３～ ○ ○

民法（物権変動と担保） ３～ ○ ○

Current Social Problems ２～ ○ ○ ◎
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④児童についての基礎知識

○ライフデザインの意義について説明することができる。
○ライフデザインを行うために必要となる多様な観点を整理するこ
とができる。
○ライフデザインを具体的に考えることができる。
○考えられたライフデザインを実現するための方途について説明
することができる。

○児童について学ぶ意義について説明することができる。
○児童について研究する多様な学問領域を列挙することができ
る。
○児童の特徴について多様な観点から説明することができる。
○現代社会における児童を取り巻く諸課題を列挙することができ
る。

○教育の意義について説明することができる。
○代表的な教育理論について理解し、それらに基礎づけられた教
育方法や教育内容について説明することができる。
○日本の学校教育制度について説明することができる。
○現代社会における教育に関する諸問題を列挙することができ
る。

○児童教育を社会が支えていくことの意義について説明することが
できる。
○商業をはじめとする様々な仕事が児童教育とどのように関わって
いるかについて、説明することができる。
○児童福祉の意義や課題について、説明することができる。
現代における児童教育を支える社会のしくみやその諸課題を列挙
することができる。

学部必修科目

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する判断基準）

そ
の
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当該科目を受講する前に履修してほしい科目

①人間科学の基礎知識 ②コミュニケーションの基礎知識 ⑤教育についての基礎知識

専門的知識とスキルの修得（児童教育専攻）専門的知識とスキルの修得（児童教育専攻）

○人間科学が総合科学であることを理解した上で、それを基礎づ
ける多様な学問領域を列挙することができる。
○代表的な人間観の特徴を説明し、それらがもたらした影響や課
題について説明することができる。
○人間の心身について、多様な観点から捉えることができる。
○現代社会における人間を取り巻く諸課題を列挙することができ
る。

○コミュニケーションの意義について説明することができる。
○コミュニケーションの多様な形態とそれぞれの特徴について説明
することができる。
○多様なコミュニケーションが人間や社会にもたらす影響や課題に
ついて説明することができる。
○現代社会におけるコミュニケーションが抱える諸課題を列挙する
ことができる。

⑥児童教育を支える社会のしくみについての基礎知識③ライフデザインの基礎知識

区分 分類 科目名 履修年次

人間科学概論Ａ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

人間科学概論Ｂ １～ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

心理学Ａ １～ ○ ◎ ◎

心理学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

哲学Ａ １～ ○ ◎ ◎

哲学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

倫理学Ａ １～ ○ ◎ ◎

倫理学Ｂ １～ ○ ◎ ◎

言語学Ａ １～ 〇 ◎ ◎ ○

言語学Ｂ １～ 〇 ◎ ◎ ○

社会学Ａ １～ 〇 ◎ ◎

社会学Ｂ １～ 〇 ◎ ◎

教育学Ａ １～ ◎ ○ ◎ ◎ ○

教育学Ｂ １～ ◎ ○ ◎ ◎ ○

健康科学Ａ １～ ◎ ○ ◎

健康科学Ｂ １～ ◎ ○ ◎

科学史Ａ １～ 〇 ◎ ◎

科学史Ｂ １～ 〇 ◎ ◎

外書講読 2～ 〇 ◎ ◎

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ａ １～ ○ ○ ○ ◎

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ｂ １～ ○ ○ ○ ◎

ライフデザイン論Ａ １～ ○ ○ ◎ ○

ライフデザイン論Ｂ １～ ○ ○ ◎ ○

環境科学 １～ ○ ○ ○

キャリアデザイン論 ２～ ○ ○

○
◎

健康と医療の社会学 ２～ ○ ○ ○

ジェンダー論 ２～ ○ ○ ◎

ライフコース論 ２～ ○ ○ ◎

家族社会学 ２～ ○ ○ ◎ ○

家族関係論 ２～ ○ ○ ○ ◎ ○

社会保障論 ２～ ○ ○ ◎ ライフデザイン論A/B

公的扶助論 ２～ ○ ○ ◎ ライフデザイン論A/B

ジェロントロジー ２～ ○ ○ ◎ ○ ○ 人間科学概論A/B

保険論Ａ ２～ ○ ○ ◎

保険論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

年金論Ａ ３～ ○ ○ ◎ 社会保障論A/B、ライフデザイン論A/B

年金論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ 年金論A、社会保障論A/B

消費者行動論Ａ ３～ ○ ○ ◎ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

消費者行動論Ｂ ３～ ○ ○ ◎ ○ 社会学A/B、社会心理学A/B

キャリア心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

グローバル・コミュニケーション ２～ ○ ○

現代哲学 ２～ ○ ○ ○

青年心理学 ２～ ○ ○ ○ ○ ○ 児童心理学

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ２～ ○ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

多文化共生論 ２～ ○ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B、ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論A/B

認知心理学 ２～ ○ ○ 〇

実験心理学 ２～ ○ ○ 〇

社会心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

対人関係論 ２～ ○ ○ ◎

文化交流史 ２～ ○ ○ ◎ 外国史または日本史

文化変容史 ２～ ○ ○ ◎ 外国史または日本史

経営心理学A ２～ ○ ○ 〇

経営心理学B ２～ ○ ○ 〇

文化人類学 ３～ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B

比較文化学 ３～ ○ ○ ◎ 人間科学概論A/B

児童学概論Ａ（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○

児童学概論Ｂ（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○

児童心理学（必修） １～ ◎ ◎ ○ ◎

ボランティア論Ａ １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

ボランティア論Ｂ １～ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

臨床心理学 ２～ ○ ○ ○ ◎

カウンセリング論 ２～ ○ ○ ○ ◎

児童教育論Ａ ２～ ○ ○ ◎ ○ ○

児童教育論Ｂ ２～ ○ ○ ○ ◎ ○

社会福祉論Ａ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ボランティア論Ａ/Ｂ

社会福祉論Ｂ ２～ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ボランティア論Ａ/Ｂ

人間形成論 ２～ ◎ ◎ ◎ 人間科学概論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ａ ３～ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

特別支援教育Ｂ ３～ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 社会福祉論Ａ/Ｂ

生涯発達論 ３～ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 人間科学概論A/B

簿記Ⅰ １～ ○ ○ ◎

簿記Ⅱ １～ ○ ○ ◎

マーケティング論Ａ ２～ ○ ○ ◎

マーケティング論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

金融総論Ａ ２～ ○ ○ ◎

金融総論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

会計学総論Ａ ２～ ○ ○ ◎

会計学総論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営学概論Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営学概論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営心理学Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営心理学Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営組織論Ａ ２～ ○ ○ ◎

経営組織論Ｂ ２～ ○ ○ ◎

経営労務論A ３～ ○ ○ ◎

経営労務論B ３～ ○ ○ ◎

民法(法律行為） ２～ ○ ○ ◎

民法(債権） ２～ ○ ○

地方自治A ２～ ○ ○

地方自治B ２～ ○ ○

法文化論A ３～ ○ ○

法文化論B ３～ ○ ○

民法（契約） ３～ ○ ○

民法（物権変動と担保） ３～ ○ ○

Current Social Problems ２～ ○ ○ ◎
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④児童についての基礎知識

○ライフデザインの意義について説明することができる。
○ライフデザインを行うために必要となる多様な観点を整理するこ
とができる。
○ライフデザインを具体的に考えることができる。
○考えられたライフデザインを実現するための方途について説明
することができる。

○児童について学ぶ意義について説明することができる。
○児童について研究する多様な学問領域を列挙することができ
る。
○児童の特徴について多様な観点から説明することができる。
○現代社会における児童を取り巻く諸課題を列挙することができ
る。

○教育の意義について説明することができる。
○代表的な教育理論について理解し、それらに基礎づけられた教
育方法や教育内容について説明することができる。
○日本の学校教育制度について説明することができる。
○現代社会における教育に関する諸問題を列挙することができ
る。

○児童教育を社会が支えていくことの意義について説明することが
できる。
○商業をはじめとする様々な仕事が児童教育とどのように関わって
いるかについて、説明することができる。
○児童福祉の意義や課題について、説明することができる。
現代における児童教育を支える社会のしくみやその諸課題を列挙
することができる。

学部必修科目

具体的イメージとレベル
（達成度合いを示す具体的な例←達成度を評価する判断基準）

そ
の
他

学習到達目標

学
部
選
択
必
修
科
目

履修モデル

教
員
志
望

専
攻
選
択
必
修
科
目

人
間
科
学
専
攻

社
会
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

心
理
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
コ
ー

ス

当該科目を受講する前に履修してほしい科目

①人間科学の基礎知識 ②コミュニケーションの基礎知識 ⑤教育についての基礎知識

専門的知識とスキルの修得（児童教育専攻）専門的知識とスキルの修得（児童教育専攻）

○人間科学が総合科学であることを理解した上で、それを基礎づ
ける多様な学問領域を列挙することができる。
○代表的な人間観の特徴を説明し、それらがもたらした影響や課
題について説明することができる。
○人間の心身について、多様な観点から捉えることができる。
○現代社会における人間を取り巻く諸課題を列挙することができ
る。

○コミュニケーションの意義について説明することができる。
○コミュニケーションの多様な形態とそれぞれの特徴について説明
することができる。
○多様なコミュニケーションが人間や社会にもたらす影響や課題に
ついて説明することができる。
○現代社会におけるコミュニケーションが抱える諸課題を列挙する
ことができる。

⑥児童教育を支える社会のしくみについての基礎知識③ライフデザインの基礎知識

人間科学基礎論

人間科学方法論

学部必修科目

/ 公的扶助論

/ 対人関係論

/ 対人関係論




